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地域の恵み



有田川町のシンボル「あらぎ島」で 5 月 19 日（火）、八幡小学校の 3・4 年生があらぎ島景観保全保存会
と JA わかやま職員の指導を受けながら、田植えを行いました。強い日差しが照りつける中、ぬかるむ足元
に苦戦しながらも、苗を一本一本丁寧に真剣な表情で植えている姿が印象的でした。

秋の収穫が待ち遠しいです。子どもたちが頑張って植えた苗が、立派に育ちますように。

八幡小学校の 3・4 年生があらぎ島で田植え体験

道の駅「あらぎの里」の前にある小さな棚田「ミニあらぎ島」で、5 月 25 日（月）に清水こども園と金
屋第二こども園の園児が田植えを行いました。暑さに負けず元気いっぱいの子どもたちは楽しそうな様子で、
みんなで一緒にたくさんの苗を植えることができました。また、ヌルヌルの泥やカエルにも興味津々で、体
験中は大変にぎやかでした。

秋には稲刈りを予定しています。皆さまもミニあらぎ島の苗の成長を見守っていてください。

清水こども園と金屋第二こども園の園児が
ミニあらぎ島で田植え体験
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中野 裕示郎さん（押手）

近畿管区行政評価局
地域総括評価官 感謝状

行政相談委員は、国民から行政に関する苦情などを受
け付け、その解決を促進するために、相談者に対する助
言や関係行政機関に対する通知などを行っています。

今回その功績により、中野さんへ感謝状が贈られました。

写真（左から）＝堀江眞智子さん、坂頭町長

地方自治の振興
堀江 眞智子さん（庄）

堀江さんは、平成 11 年（1999 年）に吉備
町議会議員に当選以来、平成 18 年（2006 年）
1 月 1 日に有田川町に合併した後も通算 25
年以上にわたり町議会議員として、常に前
向きな姿勢で議員活動に取り組まれました。
長年にわたり、町民の声に耳を傾け、地方
自治の発展に尽くされた功績がたたえられ
ました。

写真（左から）＝森田耕司さん、坂頭町長

森田さんは、ありだ農業協同組合代表理事組合長や指
導農業士として、地域農業の振興および担い手の育成に
努められました。令和 7 年（2025 年）8 月世界農業遺産

（GIAHS）認定を受けた「有田・下津地域の石積み階段
園みかんシステム」では推進協議会の会長として、関係
機関との連携や現地調査対応に尽力し認定に大きく寄与
するなど、地域におけるみかん産地のブランド力向上お
よび持続的な発展に多大な貢献をされ、このたび県知事
表彰（農林業部門）を受賞されました。

森田 耕司さん（歓喜寺）

農林業部門
令和 8 年（2026 年） 和歌山県知事表彰
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有田川町の財政事情令和 7 年度　有田川町の財政事情
この財政事情は、条例に基づき町民の皆さまに状況をお知らせし、町財政の実態についてご理解いただく

ため、令和 7 年度（2025 年度）の各会計の予算額と執行状況（令和 8 年（2026 年）3 月 31 日現在）を公表
します。

歳入科目 令和 7 年度予算額 収入済額
上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～翌 3 月） 合計

町税 33 億 6,815 万円 22 億 6,497 万円 10 億 4,969 万円 33 億 1,465 万円
地方譲与税 2 億 7,666 万円 9,938 万円 1 億 7,728 万円 2 億 7,666 万円
利子割交付金 710 万円 229 万円 481 万円 710 万円
配当割交付金 3,985 万円 651 万円 3,334 万円 3,985 万円
株式等譲渡所得割交付金 6,154 万円 0 円 6,154 万円 6,154 万円
法人事業税交付金 4,086 万円 2,034 万円 2,052 万円 4,086 万円
地方消費税交付金 6 億 8,928 万円 3 億 9,907 万円 2 億 9,020 万円 6 億 8,928 万円
ゴルフ場利用税交付金 2,585 万円 1,021 万円 1,564 万円 2,585 万円
環境性能割交付金 1,909 万円 693 万円 1,216 万円 1,909 万円
地方特例交付金 2,776 万円 2,680 万円 96 万円 2,776 万円
地方交付税 70 億 3,092 万円 44 億 9,769 万円 25 億 3,323 万円 70 億 3,092 万円
交通安全対策特別交付金 158 万円 82 万円 75 万円 158 万円
分担金および負担金 7,344 万円 3,584 万円 4,435 万円 8,019 万円
使用料および手数料 1 億 2,023 万円 4,202 万円 5,548 万円 9,750 万円
国庫支出金 25 億 9,172 万円 5 億 8,230 万円 13 億 5,825 万円 19 億 4,055 万円
県支出金 13 億 6,626 万円 1 億 3,619 万円 9 億 841 万円 10 億 4,461 万円
財産収入 2,880 万円 1,860 万円 1,102 万円 2,963 万円
寄附金 9 億 2,560 万円 2 億 2,808 万円 6 億 7,422 万円 9 億 230 万円
繰入金 11 億 702 万円 110 万円 2,057 万円 2,167 万円
繰越金 7 億 8,444 万円 7 億 8,445 万円 0 円 7 億 8,445 万円
諸収入 5 億 4,383 万円 9,537 万円 2 億 9,493 万円 3 億 9,030 万円
町債 20 億 7,710 万円 0 円 3 億 2,480 万円 3 億 2,480 万円

合計 212 億 705 万円 92 億 5,894 万円 78 億 9,216 万円 171 億 5,110 万円

令和 7 年度（2025 年度）一般会計の特徴
令和 7 年度（2025 年度）の予算額は、前年度と比較して約 5 億 5,997 万円の増額となりました。

主な事業には、金屋第一こども園建設の他、物価高騰への対策として町民の生活支援を目的とした
有田川町応援クーポン券配布事業（第 8 弾）などがあります。

一般会計の予算執行状況 予算額には、前年度からの繰越事業分も含まれています。また、端数処理の
ため合計欄の数値が一致しない場合があります（以降の表についても同じ）。

（2025 年度）

歳出科目 令和 7 年度予算額 支出済額
上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～翌 3 月） 合計

議会費 9,217 万円 4,844 万円 3,515 万円 8,358 万円
総務費 22 億 5,995 万円 7 億 5,910 万円 9 億 8,651 万円 17 億 4,560 万円
民生費 58 億 7,871 万円 17 億 5,968 万円 27 億 3,967 万円 44 億 9,935 万円
衛生費 15 億 7,681 万円 7 億 2,544 万円 7 億 89 万円 14 億 2,633 万円
労働費 811 万円 411 万円 387 万円 798 万円
農林水産業費 8 億 7,953 万円 2 億 8,439 万円 4 億 6,472 万円 7 億 4,911 万円
商工費 9 億 4,547 万円 2 億 7,699 万円 2 億 1,311 万円 4 億 9,010 万円
土木費 20 億 169 万円 8 億 2,693 万円 8 億 9,228 万円 17 億 1,922 万円
消防費 14 億 9,722 万円 3 億 4,709 万円 9 億 4,205 万円 12 億 8,915 万円
教育費 22 億 2,659 万円 6 億 9,376 万円 10 億 873 万円 17 億 248 万円
災害復旧費 5 億 6,529 万円 1 億 1,983 万円 1 億 1,217 万円 2 億 3,200 万円
公債費 18 億 1,226 万円 9 億 855 万円 9 億 250 万円 18 億 1,105 万円
諸支出金 14 億 1,326 万円 1,145 万円 892 万円 2,037 万円
予備費 5,000 万円 0 円 0 円 0 円

合計 212 億 705 万円 67 億 6,576 万円 90 億 1,057 万円 157 億 7,633 万円
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特別会計の予算執行状況
会計区分 令和 7 年度予算額 各会計の上段：収入済額、下段：支出済額

上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～翌 3 月） 合計
国民健康保険事業特別会計 35 億 957 万円 16 億 1,471 万円 19 億 321 万円 35 億 1,793 万円

15 億 3,531 万円 17 億 3,280 万円 32 億 6,811 万円
後期高齢者医療特別会計 9 億 2,459 万円 1 億 6,239 万円 3 億 5,395 万円 5 億 1,634 万円

3 億 1,090 万円 5 億 4,333 万円 8 億 5,423 万円
介護保険事業特別会計 30 億 5,577 万円 13 億 1,160 万円 12 億 240 万円 25 億 1,400 万円

12 億 4,448 万円 14 億 6,667 万円 27 億 1,115 万円
特別養護老人ホーム等
事業特別会計 42 万円 7 万円 0 円 7 万円

7 万円 30 万円 37 万円
かなや明恵峡温泉特別会計 8,182 万円 3,314 万円 3,187 万円 6,501 万円

4,643 万円 3,141 万円 7,783 万円
岩倉財産区管理会特別会計 5 万円 0 円 0 円 0 円

0 円 0 円 0 円
粟生財産区管理会特別会計 36 万円 36 万円 0 円 36 万円

0 円 0 円 0 円
城山山林財産区管理会特別会計 196 万円 196 万円 0 円 196 万円

0 円 0 円 0 円
八幡山林財産区管理会特別会計 875 万円 1,314 万円 10 万円 1,325 万円

0 円 4 万円 4 万円
安諦山林財産区管理会特別会計 11 万円 4 万円 0 円 4 万円

0 円 0 円 0 円
合計 75 億 8,340 万円 31 億 3,741 万円 34 億 9,154 万円 66 億 2,895 万円

31 億 3,719 万円 37 億 7,454 万円 69 億 1,173 万円

公営企業会計の予算執行状況

会計区分 借入現在高
一般会計 112 億 1,704 万円
水道事業会計 10 億 9,717 万円
簡易水道事業会計 14 億 267 万円
下水道事業会計 81 億 5,851 万円

合計 218 億 7,540 万円
一時借入金（一般会計および特別会計） 0 円

地方債および一時借入金の状況 基金 ( 貯金 ) の状況
会計区分 基金現在高

一般会計 137 億 7,053 万円
財政調整基金 41 億 6,332 万円
減債基金 10 億 546 万円
特定目的基金 886 億 175 万円

国民健康保険事業特別会計 2 億 9,165 万円
介護保険事業特別会計 5 億 5,585 万円
特別養護老人ホーム等事業特別会計 9,943 万円
下水道事業会計 6 億 8,892 万円

合計 154 億 637 万円

1 人当たりの町税負担額　　13 万 7,291 円
1 人当たりに使われるお金　86 万 4,430 円
1 人当たりの地方債現在高　45 万 7,223 円
※人口：2 万 4,533 人（令和 8 年（2026 年）3 月 31 日現在）

水道
事業会計 収入予算額

収入済額
支出予算額

支出済額
上半期

（4 ～ 9 月）
下半期

（10 ～翌3月） 合計 上半期
（4 ～ 9 月）

下半期
（10 ～翌3月） 合計

収益的 5 億 982 万円 2 億 2,474 万円 3 億 4,618 万円 5 億 7,092 万円 4 億 7,382 万円 8,590 万円 2 億 8,005 万円 3 億 6,594 万円
資本的 7 億 6,520 万円 0 円 7 億 2,331 万円 7 億 2,331 万円 8 億 2,415 万円 2,767 万円 7 億 4,857 万円 7 億 7,624 万円

簡易水道
事業会計 収入予算額

収入済額
支出予算額

支出済額
上半期

（4 ～ 9 月）
下半期

（10 ～翌3月） 合計 上半期
（4 ～ 9 月）

下半期
（10 ～翌3月） 合計

収益的 4 億 4,960 万円 1 億 5,808 万円 2 億 9,965 万円 4 億 5,773 万円 4 億 4,943 万円 7,012 万円 3 億 7,431 万円 4 億 4,444 万円
資本的 1 億 8,681 万円 9,601 万円 9,143 万円 1 億 8,745 万円 3 億 1,632 万円 9,383 万円 2 億 1,084 万円 3 億 467 万円

下水道
事業会計 収入予算額

収入済額
支出予算額

支出済額
上半期

（4 ～ 9 月）
下半期

（10 ～翌3月） 合計 上半期
（4 ～ 9 月）

下半期
（10 ～翌3月） 合計

収益的 9 億 1,043 万円 1 億 9,965 万円 7 億 1,134 万円 9 億 1,099 万円 9 億 605 万円 1 億 2,024 万円 7 億 6,095 万円 8 億 8,119 万円
資本的 5 億 3,099 万円 4 億 3,202 万円 7,598 万円 5 億 801 万円 8 億 6,986 万円 3 億 7,905 万円 4 億 6,511 万円 8 億 4,416 万円

収支不足については、基金から一時的に繰り入れて資金運用して
います。

一般会計予算額を
町民 1 人当たりに換算すると…
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介護保険に
関するお知らせ

問長寿支援課（金屋庁舎）
長寿支援課（金屋庁舎）

　　　　住民課（吉備庁舎）
　　　　清水行政局住民福祉室

段階 計算基礎 対象者 介護保険料
月額 年額

第 1 段階 基準額× 0.285
・生活保護を受けている方。
・老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の方。
・住民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が

82 万 6,500 円以下の方。
1,767 円 2 万 1,204 円

第 2 段階 基準額× 0.485 住民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
82 万 6,500 円超 120 万円以下の方。 3,007 円 3 万 6,084 円

第 3 段階 基準額× 0.685 住民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
120 万円超の方。 4,247 円 5 万 964 円

第 4 段階 基準額× 0.90 本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者がいる場合、
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 82 万 6,500 円以下の方。 5,580 円 6 万 6,960 円

第 5 段階 基準額 本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者がいる場合、
前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 82 万 6,500 円超の方。 6,200 円 7 万 4,400 円

第 6 段階 基準額× 1.20 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が 120 万円未満の方。 7,440 円 8 万 9,280 円

第 7 段階 基準額× 1.30 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が 120 万円以上 210
万円未満の方。 8,060 円 9 万 6,720 円

第 8 段階 基準額× 1.50 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が 210 万円以上 320
万円未満の方。 9,300 円 11 万 1,600 円

第 9 段階 基準額× 1.70 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が 320 万円以上 420
万円未満の方。 1 万 540 円 12 万 6,480 円

第 10 段階 基準額× 1.90 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が 420 万円以上 520
万円未満の方。 1 万 1,780 円 14 万 1,360 円

第 11 段階 基準額× 2.10 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が 520 万円以上 620
万円未満の方。 1 万 3,020 円 15 万 6,240 円

第 12 段階 基準額× 2.30 本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額が 620 万円以上 720
万円未満の方。 1 万 4,260 円 17 万 1,120 円

第 13 段階 基準額× 2.40 本人が住民税課税者で前年の合計所得金額が 720 万円以上の方。 1 万 4,880 円 17 万 8,560 円
老齢基礎年金（満額）の支給額変更に伴い、介護保険料の算定基準が年金収入など 80 万 9 千円から年金収入など 82 万 6,500

円に見直されました。

令和 6 年（2024 年）～令和 8 年（2026 年）の介護保険料の基準額　月額 6,200 円

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る

生
活
困
難
者
の
利
用
者
負
担
軽
減

社
会
福
祉
法
人
が
、
特
に
生
計
が
困
難

な
利
用
者
に
対
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
利
用
者
負
担
の
1
割
分
と
食

費
、
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
利
用
者
負
担

の
軽
減
を
し
ま
す
。

こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
「
確
認
証
」
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確
認
証
の
有
効
期

限
は
、
申
請
月
の
初
日
（
1
日
）
か
ら
7

月
31
日
ま
で
で
す
。
認
定
要
件
が
複
数
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  令和 8 年度（2026 年度）の特例

住民税が非課税でも介護保険料は課税と見なす場合あり
令和 7 年度（2025 年度）税制改正により、令和 8

年度（2026 年度）の介護保険料の算定に限り、令
和 7 年度（2025 年度）の控除額と同額に調整して
計算します。また、世帯の住民税課税状況も、同様
に調整して判定します。

ただし、給与所得の増額が税制改正による給与所
得控除の引き上げ分の範囲内だったことにより、住
民税が非課税となった方は、介護保険料の算定も「非
課税」として取り扱います。（申請不要）
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利用者負担
3 割

次の①②の両方に該当する方。
①本人の合計所得金額が 220 万円以上
②同じ世帯にいる 65 歳以上の方の
　「年金収入＋その他の合計所得金額」が
　　・単身世帯：340 万円以上
　　・2 人以上世帯：463 万円以上

利用者負担
2 割

上記以外の方で、次の①②の両方に該当する方。
①本人の合計所得金額が 160 万円以上
②同じ世帯にいる 65 歳以上の方の
　「年金収入＋その他の合計所得金額」が
　　・単身世帯：280 万円以上
　　・2 人以上世帯：346 万円以上

利用者負担
1 割

利用者負担が 3 割・2 割以外の方。
40 歳～ 64 歳の方（2 号被保険者）

※「その他の合計所得金額」とは、合計所得金額から年金
の雑所得を除いた所得金額のことをいいます。

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
入
所

を
含
む
）
を
利
用
す
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
他
に
居
住
費
や
食
費
な
ど
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
低
所
得
の
方
の

施
設
利
用
が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
居
住

費
や
食
費
な
ど
の
自
己
負
担
額
が
負
担
限

度
額
（
上
限
額
）
ま
で
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

・
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書

・
同
意
書

・
預
貯
金
な
ど
を
確
認
で
き
る
も
の

要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。認
定
証
の
有
効
期
限
は
、

申
請
月
の
初
日（
1
日
）か
ら
7
月
31
日
ま

で
で
す
。
引
き
続
き
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

●
認
定
要
件

①
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
（
別
世
帯
の
配

偶
者
を
含
む
）
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
こ
と
。

②
預
貯
金
な
ど
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
第
1
段
階
／
単
身
1
千
万
円
、

夫
婦
2
千
万
円

・
第
2
段
階
／
単
身
6
5
0
万
円
、

夫
婦
1
6
5
0
万
円

・
第
3
段
階
①
／
単
身
5
5
0
万
円
、

夫
婦
1
5
5
0
万
円

・
第
3
段
階
②
／
単
身
5
0
0
万
円
、

夫
婦
1
5
0
0
万
円

介
護
保
険
負
担
割
合
証

●
更
新
の
お
知
ら
せ

負
担
割
合
証
の
更
新
時
期
で
す
の
で
、

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
る

方
に
、新
し
い
介
護
保
険
負
担
割
合
証（
ク

リ
ー
ム
色
）を
7
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
有
効
期
間
／
8
月
1
日
（
土
）
～
令
和

9
年
（
2
0
2
7
年
）
7
月
31
日
（
土
）

●
利
用
者
負
担

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
か

か
っ
た
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
負
担
の
割

合
分
（
1
割
・
2
割
・
3
割
）
を
事
業
者

に
支
払
い
ま
す
。利
用
者
負
担
の
割
合
は
、

所
得
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

令和 8 年（2026 年）8 月からの居住費・食費の自己負担限度額（1 日当たり）

利用者負担段階

居住費（滞在費）の限度額 食費の限度額

ユニット型
個室

ユニット型
個室的多床室
・従来型個室

多床室 施設
サービス

短期入所
サービス

第 1 段階
世帯全員（別世帯の配偶者を含む）
が住民税非課税で、老齢福祉年金
の受給者、生活保護の受給者。

880 円 550 円
(380 円） 0 円 300 円 300 円

第 2 段階

世帯全員（別世帯の配偶者を含む）
が住民税非課税で、合計所得金額
＋課税年金収入額＋非課税年金収
入額が 82 万 6,500 円以下の方。

880 円 550 円
(480 円） 430 円 390 円 600 円

第 3 段階
①

世帯全員（別世帯の配偶者を含む）
が住民税非課税で、合計所得金額＋
課税年金収入額＋非課税年金収入額
が82万6,500円超120万円以下の方。

1,370 円 1,370 円
(880 円） 430 円 680 円 1,030 円

第 3 段階
②

世帯全員（別世帯の配偶者を含む）
が住民税非課税で、合計所得金額
＋課税年金収入額＋非課税年金収
入額が 120 万円超の方。

1,470 円 1,470 円
(980 円）

430 円
※ 530 円

（530 円）
1,420 円 1,360 円

老齢基礎年金（満額）の支給額変更に伴い、青字の金額に見直されました。介護老人福祉施設と短期
入所生活介護を利用した場合の負担額限度額は（　　）内の金額となります。
※「療養型」「その他型」の介護老人保健施設および「Ⅱ型」の老人医療院の多床室（いずれも 8 ㎡ /

人以上に限る）を利用したときの場合の金額です。（短期入所療養介護を含む）
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令和 8 年度
（2026 年度）

令和 7 年度
（2025 年度）

医療給付費分 67 万円 66 万円
後期高齢者支援金等分 26 万円 26 万円

介護納付金分 17 万円 17 万円
子ども・子育て支援納付金分 3 万円

合計 113 万円 109 万円

国民健康保険税 に関するお知らせ
問税務課（吉備庁舎）

軽減基準額の見直し
令和 8 年度（2026 年度）の国民健康保険税の 2 割・5 割軽減の判定基準額（計算式の数値）が見直しにな

りました。軽減を受けることができる世帯の基準額は、下の表の計算でご確認いただけます。
国民健康保険税の納税義務者、世帯に属する被保険者および特定同一世帯所属者の総所得金額などの合計

が、表の計算方法により算出された基準額を下回れば、課税する均等割・平等割が該当する割合の軽減を受
けることができます。
※軽減を受けるための申請は必要ありませんが、未申告者が 1 人でもいれば軽減を受けることができません。収入の有無に

かかわらず所得申告が必要です。

軽減割合 軽減判定基準額
2 割 43 万円＋国保加入者数（特定同一世帯所属者数含む）× 57 万円＋ 10 万円×（給与所得者等の数－ 1）以下
5 割 43 万円＋国保加入者数（特定同一世帯所属者数含む）× 31 万＋ 10 万円×（給与所得者等の数－１）以下
7 割 43 万円＋ 10 万円×（給与所得者等の数－ 1）以下

※特定同一世帯所属者とは ､ 国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行された方で、後期高齢者医療の被保険者となった
後も世帯主が変わらず同一の世帯に属する方をいいます。

子ども・子育て支援納付金分 加算
令和8年度（2026年度）の国民健康保険税の税率は下の表のとおりです。令和8年度（2026年度）から子ども・

子育て支援納付金が加算され、医療保険料（税）と併せて徴収されます。
子ども・子育て支援金制度とは、全ての世代の方に支援金を納付いただき、子育て施策の拡充に充てるも

ので子どもや子育て世帯を社会全体で支える制度です。この支援金は、児童手当の拡充、妊婦のための支援
給付、育児時短就業給付、こども誰でも通園制度、育児期間中の国民年金保険料免除などに活用されます。
※制度の詳細についてはこども家庭庁のホームページ、リーフレットなどをご覧ください。

令和 8 年度（2026 年度）より子ども・子育て支援納付金分が上乗せされ、従来の保険税（医療給付費分・
後期高齢者支援金等分・介護
納付金分）に加え、子ども・
子育て支援納付金分の保険
税をご負担いただきます。

※子ども・子育て支援納付金分の
均等割は 18 歳未満の被保険者

（18 歳に達する日以後の最初の
3 月 31 日以前である者）には
賦課されません。その軽減に要
する費用は 18 歳以上の被保険
者に対し「18 歳以上被保険者
均等割」として賦課することに
より賄われます。

賦課限度額の一部変更
国民健康保険税の賦課限度額が医療給付費分は

66 万円から 67 万円に変更になりました。子ども・
子育て支援納付金分の賦課限度額は 3 万円です。

区分 内訳区分 令和 8 年度
（2026 年度）

令和 7 年度
（2025 年度） 前年度比

医療給付費分
所得割率 8.00% 8.00% 増減なし
均等割額 3 万 1,800 円 3 万 1,800 円 増減なし
平等割額 2 万 2,200 円 2 万 2,200 円 増減なし

後期高齢者支援金等分
所得割率 2.80% 2.80% 増減なし
均等割額 1 万 200 円 1 万 200 円 増減なし
平等割額 7,000 円 7,000 円 増減なし

介護納付金分
（介護２号被保険者：

40 歳から 64 歳の方に課税）

所得割率 2.40% 2.40% 増減なし
均等割額 1 万 100 円 1 万 100 円 増減なし
平等割額 5,200 円 5,200 円 増減なし

子ども・子育て
支援納付金分

（18 歳未満：均等割の賦課なし）

所得割率 0.30％ 0.30% 増
均等割額※ 1,191 円 1,191 円増
平等割額 766 円 766 円増

合計
所得割率 13.50% 13.20% 0.30% 増
均等割額 5 万 3,291 円 5 万 2,100 円 1,191 円増
平等割額 3 万 5,166 円 3 万 4,400 円 766 円増

※均等割 1,108 円＋ 18 歳以上均等割 83 円＝ 1,191 円
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当町では固定資産税について、地籍調査で土地の面積が減少した場合は減少後の面積で課税し、増
加した場合は地籍調査前の面積（現況地積）で課税してきました。

しかしながら、地籍調査の終了に伴い、令和 9 年度（2027 年度）からは町内全ての土地に対して、
地籍調査後の面積（登記地積）での課税を行います。これにより、地籍調査後の面積（登記地積）が
増えている土地は、固定資産税が増額となります。

また、これまで免税点未満（土地の課税標準額の合計額が 30 万円未満）のために、固定資産税が
課税されていなかった方でも、地籍調査後の面積（登記地積）での計算により、新たに固定資産税が
課税される場合がありますので、ご理解をお願いします。

問税務課（吉備庁舎）　☎ 22‐3272

※地籍調査で面積が増加しても、地籍調査後
に分合筆や売買などの変更登記が行われて
いる場合は、既に調査後の面積（登記地積）
での課税となっていることがあるので、ご
留意ください。

令和 9 年度（2027 年度）から土地にかかる固定資産
税を地籍調査終了後の面積（登記地積）で課税します。土地に対する

固定資産税の課税地積

課税明細書の例
区分 土地又は家屋の所在地 不動産番号

固
定

課税標準額（円） 本則課税標準額（円）

登記地目又は種類・用途 登記地積又は床面積（㎡）建築年

評価額（円）

前年度課税標準額又は
比準課税標準額（円） 軽減税額（円）

現況地目又は構造 現況地積又は床面積（㎡）現況階層 減免税額（円） 相当税額（円）

家屋番号又は共用土地の持分割合 非課税地積又は床面積（㎡）現況屋根

備考

地籍調査後の面積（登記地積）が 400㎡、地籍調査
前の面積（現況地積）が 300㎡の場合、令和 8 年度（2026
年度）までは、300㎡で課税しています。

令和 9 年度（2027 年度）からは、地籍調査後の面積（登
記地積）の 400㎡で課税します。

令和 9 年度（2027 年度）から
土地 下津野○○○ 不動産番号

固
定

○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○

宅地 400.00
○,○○○,○○○

○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○

宅地 400.00 ○ ○○,○○○

0.00
備考

地籍調査後の面積で課税 ➡

令和 8 年度（2026 年度）まで
土地 下津野○○○ 不動産番号

固
定

○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○

宅地 400.00
○,○○○,○○○

○,○○○,○○○ ○,○○○,○○○

宅地 300.00 ○ ○○,○○○

0.00
備考

　　地籍調査後の面積 ➡
現在課税している面積 ➡
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●
子
ど
も
／
体
温
調
節
機
能
が
未
熟
、
身

長
が
低
く
地
面
の
照
り
返
し
な
ど
に
よ

る
熱
の
影
響
を
受
け
や
す
い
、
遊
び
に

夢
中
に
な
り
症
状
を
訴
え
な
い
、
自
分

の
体
調
を
言
葉
で
伝
え
に
く
い
な
ど
の

理
由
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
体
調
が
良
く
な
い
人
や
持
病
の
あ
る
人
、

内
服
中
の
人
／
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
発
汗

の
抑
制
や
利
尿
作
用
が
あ
り
、
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
熱
中
症
は
年
齢
や
健
康
状
態
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
に
で
も
発
症
す
る
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。

 

症
状

●
軽
症
／
目
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
汗
が

止
ま
ら
な
い
・
手
足
の
し
び
れ

●
中
等
症
／
頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔お
う
と吐

・

倦け
ん
た
い怠
感
・
脱
力
感
・
集
中
力
や
判
断
力

の
低
下

●
重
症
／
呼
び
掛
け
へ
の
返
事
が
お
か
し

い
・
意
識
消
失
・
け
い
れ
ん
・
身
体
が

熱
い

 

熱
中
症
と
は

温
度
や
湿
度
が
高
い
環
境
下
で
、
身
体

の
中
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内

に
熱
が
こ
も
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

現
れ
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
意
識
障
害
を
引

き
起
こ
し
た
り
、
命
に
関
わ
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
7
年

（
2
0
2
5
年
）
5
月
か
ら
9
月
に
熱
中

症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
は
高
齢
者
が
最

も
多
く
、
発
生
場
所
は
住
居
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
炎
天
下
の
環
境
だ
け
で

起
こ
る
わ
け
で
は
な
く
、
室
内
で
も
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
。

 

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
人

●
高
齢
者
／
体
内
の
水
分
量
の
低
下
、
体

温
調
節
機
能
の
低
下
、
暑
さ
や
喉
の
渇

き
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
る
な
ど
の

理
由
で
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

予
防
の
た
め
に

・
小
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る
。

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
活
用
す
る
。

・
涼
し
い
服
装
で
、
外
出
時
は
日
傘
や
帽

子
を
持
参
す
る
。

・
休
憩
を
取
っ
て
、
暑
い
と
き
は
無
理
を

し
な
い
。

 

熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら

・
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風
通

し
の
良
い
日
陰
な
ど
、
涼
し
い
場
所
へ

移
動
す
る
。

・
衣
服
を
緩
め
、
身
体
を
冷
や
し
体
温
を

下
げ
る
。（
首
・
脇
・
足
の
付
け
根
を

冷
や
す
と
、
効
率
良
く
体
温
を
下
げ
ら

れ
ま
す
）

・
飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
水
分
や
塩
分

を
補
給
す
る
。

症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
意
識

が
な
い
、
呼
び
掛
け
へ
の
返
答
が
お
か
し

い
、
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
け
い
れ
ん

が
あ
る
な
ど
の
場
合
は
、
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。

危
険
な
暑
さ
の
た
め
熱
中
症
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
警

戒
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
熱
中
症
警
戒

情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
不

要
な
外
出
を
避
け
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た

涼
し
い
環
境
で
過
ご
す
な
ど
、
熱
中
症
予

防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

気
温
が
著
し
く
高
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
そ
の
危
険
に
対
す
る
人
々

の
気
付
き
を
促
す
目
的
で
発
表
さ
れ
る
。

●
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト

気
温
が
特
に
著
し
く
高
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
重
大
な
健
康
被
害
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
全
て
の
人
が
熱
中
症
予
防

行
動
を
取
る
よ
う
に
発
表
さ
れ
る
。

 

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

有
田
川
町
で
は
、
熱
中
症
特
別
警
戒
ア

ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
際
、
次
の
施
設
の

一
部
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
指
定

暑
熱
避
難
施
設
）
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

・
吉
備
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

・
金
屋
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

・
清
水
行
政
局
1
階
ロ
ビ
ー

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

今
年
の
夏
も
厳
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
熱
中
症
の
対
策
を
し
て
、
家

族
や
ご
近
所
同
士
、
職
場
な
ど
で
も
、
見

守
り
や
声
を
掛
け
合
い
、
暑
い
夏
を
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 8 年（2026 年）5 月）

加入者数 6,325 人

支払額 2 億 9,513 万円

1 人当たりの医療費
4 万 6,661 円

（前年同月 4 万 2,843 円）

令和 7 年度（2025 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 4,886 円／月

53 万 8,635 円／年

おとな こども
健康 応援 スケジュール
おとな こども

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

8 月 17 日（月）	 申込期限：7 月 17 日（金）
8:00 ～ 9:20	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房
8 月 28 日（金）	 申込期限：7 月 28 日（火）
18:00 ～ 19:00	 きびドーム
	 特定・大腸・胸部・乳房
9 月 5 日（土）	 申込期限：8 月 5 日（水）
8:00 ～ 9:20	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房
9 月 30 日（水）	 申込期限：8 月 31 日（月）
8:00 ～ 9:20	 きびドーム
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

7 月 2 日（木）、8 月 6 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

7月 1日（水） 9:00～11:00　金屋文化保健センター
・一般健康相談　・血管年齢測定
・運動教室「身体のクセを改善」
・栄養講座「“あぶら”と上手に付き合おう！」
7 月 23 日（木）13:00 ～ 15:00　清水保健センター
・一般健康相談　・血圧測定
・骨密度測定　　・血管年齢測定
・体力測定（握力・長座位・片足立ちテスト）
8月 5日（水） 9:00～11:00　金屋文化保健センター
・一般健康相談　・骨密度測定
・運動教室「呼吸から整えるヨガ」
・栄養講座「鉄多めの食事で貧血を撃退！」

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

■場所／金屋文化保健センター　■時間／ 9:00 ～ 11:00
7月 2日（木）、7月 16日（木）、
8月 6日（木）、8月 20日（木）

■場所／清水こども園　　　　　■時間／ 9:30 ～ 10:30
7月 9日（木）　申込期限：7月 2日（木）
9月 10日（木）　申込期限：9月 3日（木）

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和8年（2026年）3月生まれ］
7月 28日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［令和7年（2025年）8月生まれ］
7月 7日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6 カ月児健診［令和6年（2024年）11月生まれ］
7月 15日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［令和6年（2024年）3月・4月生まれ］
7月 22日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6 カ月児健診［令和4年（2022年）12月生まれ］
7月 14日（火）12:45 ～ 13:00

5 歳児健診［令和3年（2021年）5月生まれ］
7月 13日（月）12:45 ～ 13:00、
	 13:15 ～ 13:30（2部制）

■場所／金屋文化保健センター

清水こども園をご希望される方は、
事前予約が必要です。右の二次元コー
ドからお申し込みください。

ご希望される方は、右の二次元コー
ドからお申し込みください。

ご希望される方は、健康推進課（金屋庁
舎）または清水行政局住民福祉室まで。右
の二次元コードからもお申し込みできます。

実施時間
19:30～20:30
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより

問長寿支援課（金屋庁舎）　☎ 22‐4502　E‐mail  hokatsu-sien-c@town.aridagawa.lg.jp

有田川町地域包括支援センターでは、
介護予防などの相談に応じています。

●訪問介護／ホームヘルパーに
居宅を訪問してもらい、食事・
入浴・排せつなどの身体介護
や調理・洗濯などの生活援助
を受けられます。
●訪問入浴介護／介護職員と看

護職員に移動入浴車などで訪
問してもらい、自宅で入浴サー
ビスを受けられます。
●訪問看護／疾患などを抱えて

いる方が、看護師などに居宅を
訪問してもらい、療養上の世話
や診療の補助を受けられます。

介護保険制度ご存じですか？

一部サービスを紹介します。

●通所介護／介護施設で、食事・
入浴などの日常生活上の支援
や、機能訓練などの支援を日
帰りで受けられます。
●短期入所生活介護／介護老人

福祉施設などに短期間入所し
て、日常生活上の支援や機能
訓練などを受けられます。
●施設入所／介護が必要で居宅

での生活が困難な方が入所し
て、日常生活上の支援や介護
を受けられます。 

●福祉用具貸与／日常生活の自
立を助けるための車いすや歩
行器、手すりなどの福祉用具
の貸与を受けられます。
●住宅改修／手すりの取り付け

や段差解消などの住宅改修を
するとき、住宅改修費の一部
が支給されます。

●福祉用具購入／ポータブルト
イレや入浴用のいすなど入浴
や排せつなどに使用する福祉
用具を購入したとき、購入費
の一部が支給されます。

介護保険制度とは、介護が必要になった高齢者を社会全体で支える仕組みです。日常生活で介護や支援が
必要な状態になったときに、介護サービスを利用することができます。ただし、サービスを利用するには、
介護認定などを行うことと一定の利用者負担が必要です。

介護保険の利用の相談などは、お気軽に地域包括支援センターにご相談ください。

②要介護認定は聞き取りと
調査などを基に、認定審
査会で介護度の区分が決
まります。

③ケアマネジャーを決めて、
介護サービスの計画を立
ててもらいます。（ケアマ
ネジャーは介護サービス
利用の相談や調整を行う
専門職です）

①要介護認定の申請を各庁
舎や出張所の窓口で行い
ます。（郵送での申請も
受け付けしています）

訪問サービス 施設サービス 生活環境を整える

どんなサービスが使えるの？

介護保険の利用手順
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●
使
用
の
ル
ー
ル

・
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
使
い

終
わ
っ
た
花
火
は
完
全
に
消
火
す
る
。

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
付
け

な
い
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で
遊
ば

な
い
。

・
風
が
強
い
日
は
花
火
を
し
な
い
。

5
月
29
日
（
金
）
よ
り
新
た
な
防
災
気

象
情
報
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
住

民
が
取
る
べ
き
行
動
を
直
感
的
に
理
解
し

や
す
く
な
る
よ
う
、
5
段
階
の
警
戒
レ
ベ

ル
を
明
記
し
て
防
災
情
報
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
早
め
の
避
難
、
安
全
の
確
保
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

水
難
事
故

海
や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
で
遊
ぶ
人
が
増

え
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
水
の
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
水
の
事
故
は
一
瞬
の
油
断

で
、
命
に
関
わ
る
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
は
、
正

し
い
知
識
と
事
前
の
準
備
が
大
切
で
す
。

●
危
険
な
ポ
イ
ン
ト

・
見
た
目
が
穏
や
か
で
も
、
流
れ
が
速
い

場
所
。

・
急
に
深
く
な
る
場
所
。

・
足
元
が
滑
り
や
す
い
岩
場
。

●
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

・
遊
泳
可
能
エ
リ
ア
で
遊
ぶ
。

・
天
気
予
報
を
事
前
に
確
認
す
る
。

・
小
ま
め
に
休
憩
を
取
る
。

●
も
し
も
の
と
き
は

・
す
ぐ
に
1
1
9
番
通
報
す
る
。

・
溺
れ
て
い
る
人
に
浮
く
も
の
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
）

を
投
げ
る
。

・
周
囲
の
人
に
助
け
を
求
め
る
。

●
子
ど
も
連
れ
の
方
へ

子
ど
も
は
少
し
目
を
離
し
た
だ
け
で

も
、
流
さ
れ
た
り
溺
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
水
辺
で
は
必
ず
手
の
届
く
範

囲
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

お
も
ち
ゃ
花
火
で
楽
し
い
夏
を
！

お
も
ち
ゃ
花
火
は
、
家
族
や
友
人
と
手

軽
に
楽
し
め
る
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し

ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
大

き
な
け
が
や
火
事
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。お
も
ち
ゃ
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、

次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽
し
く
安
全
に

遊
び
ま
し
ょ
う
。

台
風
に
対
す
る
備
え

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
日
本
に
接
近
、
上

陸
す
る
台
風
。
強
風
や
大
雨
に
よ
る
被
害

は
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害
、
停
電
、

建
物
の
被
害
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

台
風
は
事
前
に
予
測
可
能
な
災
害
で

す
。
早
め
の
備
え
で
被
害
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
台
風
の
前
に
で
き
る
備
え

・
物
干
し
竿
や
植
木
鉢
な
ど
、
強
風
で
飛
ば

さ
れ
そ
う
な
も
の
は
屋
内
へ
移
動
す
る
。

・
雨
ど
い
や
側
溝
は
掃
除
し
、
水
は
け
を

良
く
す
る
。

・
停
電
や
断
水
に
備
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
充
電
や
飲
料
水
、
生
活
用
水
を
確

保
す
る
。

・
家
族
で
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
を
共
有

し
、
危
険
が
及
ぶ
前
に
避
難
す
る
。

・
避
難
時
に
持
ち
出
せ
る
非
常
用
持
ち
出

し
バ
ッ
グ
を
準
備
し
、
定
期
的
に
確
認

を
す
る
。

火
災　
…　
5
件

救
急　
…　
5
5
2
件

救
助　
…　
12
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
8
年
（
2
0
2
6
年
）

5
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日 19 時～翌朝 9 時、土日祝 9 時～翌朝 9 時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

令
和
8
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
火
の
確
認　
い
い
日
を
支
え
る　
い
い
習
慣
」
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

盆
前
の「
し
尿
の
く
み
取
り
」

盆
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
7
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
、
次
の

し
尿
収
集
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
7
月
17
日
（
金
）
を
過
ぎ
る
と
、
盆
ま

で
に
く
み
取
り
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
収
集
業
務
は
8
月
13
日
（
木
）
か
ら
16

日
（
日
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

●
吉
備
・
金
屋
地
域

・
上
田
衛
生　

☎
5
2
‐
4
5
8
2

・（
有
）
武
田
清
掃　

☎
3
2
‐
2
3
9
1

●
清
水
地
域

・（
有
）
武
田
清
掃　

☎
3
2
‐
2
3
9
1

環
境
セ
ン
タ
ー
で

処
分
で
き
な
い
も
の

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
も
の
は
処
分

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
専

門
業
者
か
処
理
業
者
に
処
理
を
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

環
境
セ
ン
タ
ー
で
の
発
火
が
年
間
20
件

起
き
て
い
ま
す
。
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※
メ
ー
カ
ー
や
状
態
を
問
わ
ず
、
環
境
衛

生
課（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
建
設
環
境

室
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
で
直
接
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
該
当
品（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
）・
パ
ソ
コ
ン
（
P
C
マ
ー
ク

の
付
い
て
い
る
も
の
）

※
購
入
し
た
店
ま
た
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

対
象
店
舗
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
農
業
用
資
材
（
マ
ル
チ
シ
ー
ト
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
資
材
・
肥
料
袋
・
農

薬
の
瓶
や
袋
・
薬
散
ホ
ー
ス
・
防
風
ネ
ッ

ト
・
田
の
波
板
な
ど
）

・
草
刈
り
機
の
刃

・
産
業
廃
棄
物
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の

・
廃
油

・
れ
ん
が
・
石
・
土
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

※
尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
に
搬
入
で
き
ま

す
。
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

・
金
庫

・
自
動
車
・
単
車
の
本
体
お
よ
び
部
品（
タ

イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
エ
ン
ジ
ン
な
ど
）

・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
品
（
塩
ビ
管
・
雨
ど

い
な
ど
）

・
消
火
器

・
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ

※
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
出
せ
ま
す
が
、
中

身
を
完
全
に
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

・
ワ
イ
ヤ
ー
お
よ
び
ロ
ー
プ

※
家
庭
用
の
ロ
ー
プ
は
出
せ
ま
す
が
、
20

㎝
程
度
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
漁
網

・
モ
ー
タ
ー

・
パ
レ
ッ
ト

・
石
こ
う
ボ
ー
ド

・
浴
槽

・
断
熱
材　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

家庭から出る
燃えるごみの収集量

令 8 年（2026 年）4 月／約 293 トン
前月から約 3 トンの増加

"SDGs（エス・ディー・ジーズ）" これは国
連が定めた「持続可能な開発目標」の呼び名
です。ごく簡単にいうと「みんなが幸せで快
適な生活を送れるような未来を作るための目
標」でしょうか。

私たち生活者が直接 SDGs に取り組める活
動の一つがごみの減量化です。より良い地球
の未来のためにごみを減らしましょう。

不
法
投
棄
の
監
視 

強
化
中

有
田
川
町
で
は
和
歌
山
県
と
連
携
し
、

不
法
投
棄
や
キ
ャ
ン
プ
ご
み
対
策
と
し
て

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
監
視
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

監
視
カ
メ
ラ
で
得
た
情
報
は
、
不
法
投

棄
の
抑
止
や
、
発
見
し
た
場
合
の
指
導
の

た
め
に
活
用
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ま
一
人
一
人
の
心
掛
け
と
見
守
り

が
大
切
で
す
。
き
れ
い
な
ま
ち
を
守
る
た

め
、
不
法
投
棄
を
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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問こども教育課（金屋庁舎）

藤並小学校 140 周年
9 月 1 日開校記念日

藤並小学校は、今年度創立 140 周年を迎えます。目指す子どもの姿として「鉛筆の子・笑顔の子・太陽の
子」を掲げており、児童会を中心にして、日々の学校生活の中で自分たちの手でより良い学校を創り上げよ
うと活動しています。

また、地域の皆さまに見守られ、140 年の歩みを支えてくださった全ての方々への感謝を胸に、子どもた
ちは今日も自分らしく、力強く羽ばたき続けています。

140 周年を記念して、児童全員で人文字を作り、航空写真を撮影しました。
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図書館だより 問地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730
※各図書施設の開館日時は右の二次元コードから

ご確認いただけます。

全館臨時休館日／ 7 月 16 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・

しみず図書室に設置）をご利用ください。

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 7 月 14 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館　　対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
①日程／ 7 月 5 日（日）・12 日（日）・19 日（日）・
　　　　　　 20 日（月・祝）・26 日（日）

場所／ポッポ絵本館　時間／ 14:00 ～ 14:30
②日程／ 7 月 4 日（土）・11 日（土）・25 日（土）

場所／金屋図書館　　時間／ 10:30 ～ 11:00
ブックラザ「たこさんうちわ」

日時／ 7 月 23 日（木）10:30 ～（約 60 分）
場所／金屋図書館　　対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組　※申し込み不要

今月の移動図書館
7 月 2 日（木）12:30 ～ 13:00　八幡小学校
7 月 3 日（金）10:00 ～ 10:30　金屋第三こども園

12:30 ～ 13:00　石垣小学校
7 月 8 日（水）10:45 ～ 11:15　子育て支援センター

14:30 ～ 15:00　しみず園
7 月 15 日（水）12:45 ～ 13:10　小川小学校

15:00 ～ 16:00　きび森のこども園
7 月 22 日（水）10:30 ～ 11:20　清水こども園
7 月 23 日（木）15:00 ～ 16:00　藤並こども園

原画展
なるかわしんご絵本原画展

『ダニーさんの
ちゃぶだい』

期間／ 7 月 1 日（水）～
　　　31 日（金）
時間／ 13:00 ～ 17:00
場所／ちいさな駅美術館
　　　（ポッポ絵本館内）

今年も、あのドキドキの夏がやってきます。

「学校のおばけ屋敷 in 有田川」

今 年 の お ば け 屋 敷 は、
ボランティアの方々によ
る実行委員会によってさ
らにパワーアップした演
出で皆さんをお迎えしま
す。果たして今年は、ど
んな “面白怖い” が待って
いるのでしょうか。ぜひ
会場でお会いしましょう。

※掲載しているイベントについて、諸般の事情により中止または実
施内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせください。

新着図書案内
■一般書
日本一わかりやすい「デジタル終活・遺品の探し方」
実践ガイド　…………… 末吉謙佑・木村元成／著
へんな学部　…… 西岡壱誠／著　未来図編集部／監修
うちの子、発育が早いかな？と思ったら読む本
……………………………………… 今西洋介／監修
発酵を考えるヒント　……………… なかじ／編著
どうちがう ? 無痛分娩と自然分娩　…… 早乙女智子／監修
空き家と移住　……………………… 垣谷美雨／著 
家康と七人の忍び　………………… 佐藤賢一／著
白色光の影を浚う　………………… 遠坂八重／著
猫君 りんねの輪… ……………………… 畠中恵／著
■児童書
空港のひみつ　……… 「空港のひみつ」編集室／著
おしゃべりパパのだいぼうけん　…　フェリシタ・サラ／作
かぶとむしがにげた！　……… たしろちさと／作
見あげればロフトの窓に　…………… 斉藤洋／作 

日程／ 8 月 1 日（土）・2 日（日）・8 日（土）・
9 日（日）・11 日（火・祝）・13 日（木）
～ 16 日（日）・22 日（土）・23 日（日）

時間／ 10:00 ～ 16:00（最終受け付け 15:30）
※状況により長時間お待ちいただく場合があります。
入場料／小学生以上 600 円
場所／旧五西月小学校（本堂 252‐2）

絵本が育てる、ふるさとへの想
おも

い。
「絵本のまちなのに、おばけ屋敷？」と思われる

かもしれません。有田川町で開催している「学校
のおばけ屋敷 in 有田川」は、絵本作家 山本孝さん
監修の下、絵本『学校ななふしぎ』（偕成社）の世
界観を基に旧五西月小学校を舞台に開催していま
す。廊下を歩き、教室をのぞきながら進む時間は、
まるで絵本の中に入り込んだような特別な体験で
す。子どもから大人まで多くの人が町を訪れ、に
ぎわいが生まれることで、有田川町の活性化にも
つながっています。
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人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

人
権
機
関
有
田
川
、
令
和
8
年
度
（
2

0
2
6
年
度
）
の
重
点
テ
ー
マ
は
「
し

あ
わ
せ
」
で
す
。
現
在
は
「
幸
せ
」
と
書

き
ま
す
が
、
江
戸
時
代
ま
で
は
「
仕
合
わ

せ
」
と
書
い
た
そ
う
で
す
。「
仕
え
合
わ

せ
る
」
と
は
「
助
け
合
う
」
と
い
う
こ
と

で
、
も
と
も
と
は
、
互
い
に
自
分
の
な
す

べ
き
仕
事
を
果
た
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
気

持
ち
を
「
仕
合
わ
せ
」
と
い
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
「
し
あ
わ
せ
」
と
は
程
遠
い
暮

ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
、
紛

争
地
の
人
々
で
す
。
ガ
ザ
地
区
や
イ
ラ
ン

な
ど
の
戦
地
の
惨
状
は
時
々
テ
レ
ビ
で
も

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く

と
、
本
当
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

莫
大
な
お
金
を
使
っ
て
互
い
を
傷
付
け

合
い
、
終
結
し
た
後
は
、
ま
た
莫
大
な
お

金
を
使
っ
て
復
興
す
る
。
そ
も
そ
も
戦
争

を
始
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
お
金
は
も
っ
と

有
意
義
に
使
え
た
は
ず
で
す
。

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史
上
世
界
の
ど
こ

に
も
戦
争
が
な
か
っ
た
時
代
は
、
1
割
を

切
り
、
9
割
以
上
は
ど
こ
か
で
戦
争
が
起

こ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
80
年
が
経
過
し
、
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
が
大
多
数
を
占
め
る
現
在
の
日
本

に
お
い
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
を
「
知
っ
て
い
る
世
代
」
か
ら
「
知
ら

な
い
世
代
」
へ
橋
渡
し
を
し
て
い
く
こ
と

は
、
時
間
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
難
し
く
な

り
ま
す
が
、
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界

の
あ
ら
ゆ
る
紛
争
地
に
、
一
日
も
早
く
平

和
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
で
は
、
今
年
度
も
映

画
会
や
講
演
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

實
森 

孝
行

人
権
啓
発
標
語
募
集

し
あ
わ
せ

●
応
募
対
象
／
有
田
川
町
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
。

●
内
容
／
「
し
あ
わ
せ
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
標
語
。

●
応
募
期
間
／
7
月
7
日
（
火
）
～
8
月

26
日
（
水
）
必
着

●
入
賞
／「
一
般
の
部（
高
校
生
を
含
む
）」

「
中
学
生
の
部
」「
小
学
生
の
部
」
の
3

部
門
で
若
干
数
を
選
考
し
、
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

●
展
示
／
人
権
標
語
作
品
集
や
啓
発
用
教

材
な
ど
に
使
用
し
、広
く
活
用
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
作
品
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
学
校
名
と
学
年
（
学
生

の
場
合
）・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
し
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
／
応
募
は
1
人
当
た
り
1
作
品

ま
で
で
す
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
、
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す
。

●
応
募
先

〒
6
4
3
‐
0
0
2
1

有
田
川
町
下
津
野
2
0
1
8
‐
4

人
権
機
関
有
田
川
事
務
局（
総
務
課
内
）

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 7 月 16 日（木）13:30~16:00
●場所／金屋文化保健センター 2 階 応接室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120‐007‐110

応募用二次元コード
（一般の部のみ）

今
年
も
人
権
啓
発
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
に
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。
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まちのデータ
（令和 8年（2026 年）5月末日現在）

人口 2万 4,500 人
男 1万 1,644 人
女 1万 2,856 人

1 万 660 世帯

交通事故発生件数
（5月中、物損含む）

有田川町 44 件
死者 0人　負傷 1人

有田湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

相 

談

◆
◆
◆

7
月
の
行
政
相
談

●
7
月
23
日
（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

医 

療

◆
◆
◆

老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き

老
人
医
療
と
は
、
満
67
歳
以
上
70
歳
未

満
の
方
の
う
ち
、
次
の
①
か
ら
⑤
の
全
て

の
要
件
を
満
た
す
方
を
対
象
と
し
た
、
医

療
費
の
助
成
制
度
で
す
。
所
得
や
資
産
の

保
有
状
況
を
審
査
の
上
適
用
さ
れ
る
た
め
、

毎
年
更
新
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は

7
月
中
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
保
険

資
格
が
確
認
で
き
る
も
の
な
ど
を
お
持
ち

に
な
り
、
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
資
格
の
適
用
も
遅
れ

る
場
合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

で
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

｝

●
受
給
要
件

①
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
収
入
の
合
計
が
次
の
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と
。（
遺
族
年
金
・
障

害
年
金
な
ど
あ
ら
ゆ
る
収
入
を
含
む
）

・
1
人
／
1
0
0
万
円

・
2
人
／
1
4
0
万
円

・
3
人
／
1
8
0
万
円

※
以
後
1
人
増
え
る
ご
と
に
40
万
円
加
算

③
預
貯
金
・
国
債
・
株
式
な
ど
が
3
5
0
万

円
×
世
帯
人
数
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
現
在
お
住
ま
い
の
土
地
・
家
屋
以
外
の

活
用
で
き
る
資
産
（
直
ち
に
処
分
が
難

し
い
も
の
は
除
く
）
を
有
し
て
い
な
い

こ
と
。

⑤
世
帯
以
外
の
方
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

重
度
心
身
障
害
児（
者
）

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
7
月
31

日
（
金
）
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。
該
当
者

に
は
、
案
内
と
申
請
用
紙
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ご
持
参
の
上
、
更
新
手
続
き
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
申
請
時
に
8
月
以
降
お

使
い
い
た
だ
け
る
新
し
い
受
給
者
証
を
お

渡
し
し
ま
す
。

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
上 下 水 道 課 52 − 5356
Ａ ＬＥ Ｃ（ ア レ ッ ク ） 52 − 4730

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 セ ン タ ー 52 − 5474
有 田 川 町 少 年 セン ター 52 − 8744

受
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

で
、
現
在
受
給
さ
れ
て
な
い
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
給
要
件
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
か
つ
世
帯
全
員

の
住
民
税
が
非
課
税

・
療
育
手
帳
A
1
ま
た
は
A
2

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
支
給
要
件

児
童

※
65
歳
の
誕
生
日
以
降
に
右
の
要
件
に
該
当

す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

「もしもの時」のために登録を

「ライフビジョンアプリ」を
インストールしてください。無
料で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
（スマートフォン）

お知らせお知らせ
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※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
方
で
、

滞
納
の
状
況
に
よ
っ
て
は
資
格
確
認
書

（
特
別
療
養
費
）な
ど
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

特
別
療
養
費
の
支
給
対
象
と
な
っ
た
場

合
、
医
療
機
関
で
い
っ
た
ん
費
用
の
全

額
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
速
や
か

に
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
納
付
相
談
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限

8
月
1
日
（
土
）
か
ら
使
え
る
資

格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
令
和
9
年

（
2
0
2
7
年
）
7
月
31
日
（
土
）
で
す
。

●
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
有
効
期
限

70
歳
以
上
の
方
は
医
療
機
関
で
支
払
う

一
部
負
担
金
の
割
合（
2
割
ま
た
は
3
割
）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
有
効
期
限
は

令
和
9
年
（
2
0
2
7
年
）
7
月
31
日

（
土
）
で
す
。

●
高
齢
受
給
者
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
、
医
療
機
関
で
支
払
う
一

部
負
担
金
の
割
合
を
示
す
「
高
齢
受
給
者

証
」
を
お
使
い
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
「
資
格
確
認
書
」「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
や
マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
一
部
負
担

金
の
割
合
（
2
割
ま
た
は
3
割
）
が
併
記

さ
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
機
関
で
「
高
齢

受
給
者
証
」
を
提
示
し
な
く
て
も
負
担
金

の
割
合
が
分
か
り
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

保 

険

◆
◆
◆

資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
「
資
格

確
認
書
」
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
（
金
）

で
す
。
8
月
1
日
（
土
）
か
ら
お
使
い
い

た
だ
け
る
「
資
格
確
認
書
」
を
7
月
中
旬

か
ら
順
次
、
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
を
ひ
も
付
け
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
70

歳
以
上
の
方
に
は
、
普
通
郵
便
で
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
は
通
常
、

有
効
期
限
が
な
い
た
め
、
既
に
お
持
ち
の

方
は
住
所
な
ど
に
変
更
が
な
い
限
り
同
じ

も
の
を
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

保
険
証
だ
け
で
も
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
が
、
読
み
取
り
機
な
ど
に
不
具
合
が

あ
っ
た
場
合
の
備
え
と
し
て
、
マ
イ
ナ
保

険
証
と
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
は
一

緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
が
切
れ
た
古
い
「
資
格
確
認

書
」
は
役
場
へ
返
却
す
る
か
、
ご
自
分
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
職
や
引
っ
越
し
な
ど
で
加
入

し
て
い
る
保
険
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
有

田
川
町
の
国
民
健
康
保
険
は
使
え
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
役
場
で
資
格
喪
失

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

年 

金

◆
◆
◆

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、保
険
料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
受

給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た
と
き
の
障
害

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
令
和
8
年
度
（
2
0
2
6
年
度
）
申
請

書
受
け
付
け
開
始
日
／
7
月
1
日
（
水
）

※
申
請
・
審
査
対
象
期
間
／
7
月
～
令
和

9
年
（
2
0
2
7
年
）
6
月

※
令
和
7
年
度
（
2
0
2
5
年
度
）
以
前

の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
期
間
に
つ
い

て
も
、
申
請
日
か
ら
2
年
1
カ
月
前
の

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
書
提
出
先

・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
・
各
出
張
所

・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
・
国
民
年
金
手

帳
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー

ド
の
い
ず
れ
か
一
つ

・
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
・
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
離
職
票
（
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
て
申

請
す
る
場
合
）

●
免
除
・
猶
予
の
審
査

免
除
の
場
合
は
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
前
年
所
得
、
猶
予
の
場
合
は
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
の
追
納

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
各
月
か
ら

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
申
し
出
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
追
納
す
る
対
象
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
金
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・

　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
☎
0
7
3
‐
4
4
7
‐
1
6
6
0

下
水
道

◆
◆
◆

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
排
水
さ
れ
る
水
を
、
処
理
セ
ン

タ
ー
で
安
全
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、

川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
が

整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

上
下
水
道
課

お知らせお知らせ
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臨床心理士・スクールカウンセラーの先生による
～元気が出る子育て応援～

●日時／7月 29日（水）10:15 ～ 11:15
●場所／子育て支援センター
●定員／10組程度
●参加費／無料
●講師／林民和 先生
●申し込み／7月 1日（水）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（7月10日・17日・24日・31日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:15～11:15
13:45～14:45

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

お知らせお知らせ

農 

業

◆
◆
◆

7
月
か
ら
9
月
は
夏
の
熱
中
症
等

声
か
け
期
間
で
す
！

●「
い
の
ち
を
う
ば
う
、夏
の
ひ
と
り
作
業
」

農
作
業
中
の
熱
中
症
な
ど
に
よ
る
死
亡

者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
約

85
％
が
7
月
か
ら
8
月
に
発
生
し
て
お

り
、
非
常
に
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
熱
中
症
事
故
は
、
周
り
の
人

が
お
互
い
に
気
を
配
り
、
声
を
掛
け
合
う

こ
と
で
、
防
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
声
掛
け
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

・
家
族
で
作
業
前
後
だ
け
で
な
く
、
作
業

中
も
小
ま
め
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

「
水
分
、持
っ
た
？
」「
体
調
が
悪
く
な
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
」

・
職
場
で
そ
の
日
の
体
調
や
暑
さ
に
応
じ

て
柔
軟
な
声
掛
け
を

「
顔
色
悪
い
よ
、
休
憩
し
よ
う
」「
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
値
（
暑
さ
指
数
）
が
高
い
か
ら
、

昼
は
作
業
を
中
断
し
よ
う
」

・
地
域
全
体
で
顔
を
合
わ
せ
た
ら
、
ま
ず

一
声
声
掛
け
を

「
今
日
は
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
出

て
い
る
よ
」「
夏
は
疲
れ
や
す
い
か
ら
、

高
い
所
に
気
を
付
け
て
」

●
熱
中
症
対
策
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
温
度
や
W
B
G
T
値
を
見
て
作
業
を

考
え
よ
う

・
暑
さ
に
応
じ
て
作
業
内
容
を
調
整
す
る
。

・
重
い
作
業
は
朝
夕
の
時
間
帯
に
ず
ら
す
、

ま
た
は
休
憩
や
給
水
の
回
数
を
増
や
す
。

②
小
ま
め
に
休
憩
を
取
ろ
う

・
20
分
置
き
を
目
安
に
休
憩
す
る
。

・
休
憩
時
に
は
水
分
・
塩
分
補
給
を
行
う
。

・
日
陰
や
冷
房
の
あ
る
場
所
で
体
を
冷
や
す
。

③
も
し
も
の
と
き
の
応
急
処
理

・
異
常
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
作
業
を
中
断
し
、

涼
し
い
場
所
で
衣
類
を
緩
め
て
身
体
を

冷
や
す
。

・
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
る
・
返
答

が
お
か
し
い
場
合
は
、
直
ち
に
1
1
9

（
ま
た
は
＃
7
1
1
9
）
に
か
け
る
。

農
業
は
一
人
作
業
が
多
く
、
熱
中
症
に

な
っ
た
際
に
自
分
で
は
症
状
を
自
覚
し
に
く

い
こ
と
か
ら
、
重
篤
化
し
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
高
温
の
日
は
疲
れ
な
ど
に

よ
り
、
高
所
か
ら
転
落
す
る
な
ど
の
事
故
が

起
き
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
ど
う
し
て
も
一
人
作
業
を
避
け
ら
れ
な

い
場
合
は
…

・
携
帯
で
家
族
な
ど
と
30
分
置
き
に
連
絡

を
取
り
合
う
。

・
危
険
な
状
態
を
ア
ラ
ー
ト
で
伝
え
る

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
着
用
す
る
。

※
暑
さ
対
策
に
は
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
や

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
活
用
も

有
効
で
す
。

一
人
一
人
の
「
大
丈
夫
？
」
が
命
を
守

り
ま
す
。
こ
の
夏
は
熱
中
症
に
よ
る
死
亡

者
0
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問

産
業
課
（
金
屋
庁
舎
）
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募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
第
3
回
任
期
制
自
衛
官

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
7
月
23
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
W
e
b
】
8
月
2
日
（
日
）

～
4
日
（
火
）
い
ず
れ
か
1
日
【
口
述
・

身
体
検
査
】
8
月
8
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／【
W
e
b
】自
宅
な
ど【
口

述
・
身
体
検
査
】
自
衛
隊
和
歌
山
地
方

協
力
本
部
庁
舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回
一
般
曹
侯
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
7
月
1
日
（
水
）
～
9
月

1
日
（
火
）

・
試
験
日
／
【
1
次
W
e
b
】
9
月
23

日
（
水
・
祝
）
～
25
日
（
金
）

・
試
験
会
場
／
【
W
e
b
】
自
宅
な
ど

●
航
空
学
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
7
月
1
日
（
水
）
～
8
月

28
日
（
金
）

・
試
験
日
／
【
1
次
】
9
月
19
日
（
土
）・

26
日
（
土
）
い
ず
れ
か
１
日

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
八
番
丁
テ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
科
学
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
7
月
1
日
（
水
）
～
10
月

2
日
（
金
）

・
試
験
日
／
【
1
次
】
10
月
17
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
英
数
学
館
（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
7
月
1
日
（
水
）
～
10
月

8
日
（
木
）

・
試
験
日
／
【
1
次
】
10
月
24
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
大
学
校

・
資
格
／
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
7
月
1
日
（
水
）
～
10
月

15
日
（
木
）

・
試
験
日
／
【
1
次
】
10
月
31
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ（
和
歌
山
市
）

●
受
験
料
／
無
料

●
他
社
と
の
併
願
可
能

●
各
種
無
料
相
談
会 

実
施
中

●
学
生
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

自
衛
隊
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て

自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
若
者
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
自

衛
隊
の
広
報
活
動
に
対
す
る
意
見
を
頂
く

も
の
で
す
。

・
対
象
／
中
・
高
・
大
学
生
、
専
門
学
生
、

予
備
校
生

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　
☎
8
2
‐
6
6
3
1
　

E-m
ail
　

w
akayam

a.pco-arita@
rct.gsdf.m

od.go.jp

放
送
大
学 

入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
令
和
8
年
（
2
0
2
6
年
）

10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
教
養
学
部

・
科
目
履
修
生
／
6
カ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
。

・
選
科
履
修
生
／
1
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
。

・
全
科
履
修
生
／
4
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す
。

●
大
学
院

・
修
士
科
目
生
／
6
カ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
。

・
修
士
選
科
生
／
1
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
。

●
出
願
期
間

・
第
1
回
／
8
月
31
日
（
月
）
ま
で

・
第
2
回
／
9
月
1
日（
火
）～
9
日（
水
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
7
‐
2
0
）

　
☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
0
3
6
0

お知らせお知らせ
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案 

内

◆
◆
◆

か
な
や
明
恵
峡
温
泉 

料
金
改
定

8
月
1
日
（
土
）
か
ら
町
外
在
住
者
料

金
の
新
設
な
ど
、
次
の
と
お
り
一
部
入
浴

料
金
が
変
更
と
な
り
ま
す
。変
更
に
伴
い
、

町
内
在
住
の
大
人
（
中
学
生
以
上
）
の
方

は
、
土
日
祝
な
ど
に
は
住
所
を
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参
の
上
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

●
旧
料
金

・
大
人
／
7
0
0
円

・
小
人
／
4
0
0
円

※
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
（
毎
週
水
曜
日
）

・
大
人
／
3
5
0
円

・
小
人
／
2
0
0
円

●
新
料
金

・
大
人
（
町
内
在
住
）
／
7
0
0
円

・
大
人
（
町
外
在
住
）
／
9
0
0
円
（
土

日
祝
・
お
盆
・
正
月
の
み
）

・
小
人
／
3
5
0
円

※
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
（
毎
週
水
曜
日
）

・
大
人
／
5
0
0
円

・
小
人
は
廃
止

問

商
工
観
光
課
（
金
屋
庁
舎
）

プール開放日時
（一般開放）

長谷川プール
期間／ 7 月 1 日（水）～ 8 月 31 日（月）
時間／ 12:00 ～ 16:00

問社会教育課　☎ 22‐4513
長谷川プール　☎ 32‐2101
※プール開放期間中のみ

清水プール
期間／ 7 月 18 日（土）～ 8 月 23 日（日）
　　　毎週火曜日は休み
時間／ 13:00 ～ 15:00

二川プール
期間／ 7 月 18 日（土）～ 8 月 23 日（日）
　　　期間中の火・木・土・日
時間／ 13:00 ～ 15:00

※小学生以下が使用するときは、必ず一般成人である責任者
が同伴すること。中学生は 1 人で使用しないこと。

※悪天候の場合や都合により、プールの開放を中止すること
があります。

問こども教育課　☎ 22‐4512

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手な
どによって異なるため、ここで紹介している手話と
違う表現を使うことがあります。

続けてみよう！

手話でしりとり！「く○○○○」

先月号の答えは
「四国」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント…英語で「wheelchair」

手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

両手の人差し
指を向かい合
わせ、体の脇
で同時に回す。

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

3
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

4
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

5
□親子で貯金箱作り

（金屋文化保健センター）
【金屋図書館】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

6 7
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8 9 10 11
□真珠まりこさん

のおはなし会
（金屋文化保健センター）
【金屋図書館】

□おはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

12
□絵本から平和を

学ぶ講演会
（ALEC）
【ALEC】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

13
□ 5 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

14
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

15
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

16
□人権特設相談所

（金屋文化保健センター）
【総務課】

17
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

18 19
□集団健診

（きびドーム）
【健康推進課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

20 海の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

21
□デイケア

（清水保健センター）
【住民福祉室】

22
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

23 24 25
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

26
□集団健診

（城山出張所）
【健康推進課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

27 28
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

29 30 31 8/1 2

3 4 5
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

6
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

7月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎52-2111にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□第 1 期国民健康保険税普通徴収納期限
【税務課】

□第 1 期後期高齢者医療保険料普通
徴収納期限【住民課】

□第 1 期介護保険料普通徴収納期限
【長寿支援課】

□水道・下水道料金納期限（納付書）
【上下水道課】

□健康フェア（清水保健センター）
【住民福祉室】

□水道・下水道料金口座振替日
【上下水道課】

□行政相談所（金屋文化保健センター )
【総務課】

□ブックラザ（金屋図書館）
【金屋図書館】

お知らせお知らせ
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覚
を
持
ち
、
獲
物
と
の
距
離
が
正
確
に
測
れ
た
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

テ
ィ
ロ
サ
ウ
ル
ス
と
い
う
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
類
は
、
か
な
り
大

型
の
獲
物
を
相
手
に
し
て
い
た
た
め
、
同
じ
肉
食
で
も
そ
れ
ほ

ど
立
体
的
に
見
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
眼
は
左

右
の
広
範
囲
が
見
え
る
形
状
を
し
て
お
り
、
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ

リ
ュ
ウ
と
比
較
す
る
と
前
方
は
見
え
に
く
そ
う
で
す
。
ワ
カ
ヤ

マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
は
大
き
な
手
足
と
し
っ
ぽ
で
海
中
を
素
早
く
泳

ぎ
回
り
、
魚
を
追
い
か
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

●
視
覚
の
比
較

も
の
を
立
体
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
特
徴
は
、
私
た
ち
ヒ
ト
や

ネ
コ
な
ど
、
陸
上
の
肉
食
動
物
に

共
通
し
て
い
ま
す
。
ネ
コ
は
ワ
カ

ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
と
同
様
に
肉
食

で
あ
り
、
獲
物
と
の
距
離
を
測
る

た
め
に
立
体
視
が
で
き
る
両
眼
の

特
徴
を
得
ま
し
た
。

一
方
で
ヒ
ト
は
雑
食
で
、
肉
食
に

は
特
化
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
サ
ル
な
ど
霊
長
類
の
共
通
祖

先
が
樹
上
生
活
を
し
て
お
り
、
木
の

枝
の
上
を
飛
び
回
る
際
に
距
離
を
測

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
両
眼
視
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
モ
サ

サ
ウ
ル
ス
と
は
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
特

徴
の
中
で
、
今
回
は
頭
部
を
取
り
上
げ
ま
す
。

●
主
に
魚
を
食
べ
て
い
た

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
の
頭
骨
の
化
石
は
、
多
く
の
部
分
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
正
確
な
復
元
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
か

ら
、
魚
な
ど
を
食
べ
る
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
尖と
が

っ
た
歯
は
獲
物
を
捕
ら
え
る
た
め
の
も
の
で
す
が
、
一
つ

一
つ
の
歯
の
大
き
さ
は
3
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
し
た
。
尖
っ

た
歯
と
い
う
特
徴
を
見
る
と
、
硬
い
も
の
を
か
み
砕
く
こ
と
は
難

し
く
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
は
食
べ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

歯
の
大
き
さ
か
ら
は
、
巨
大
な
獲
物
を
食
べ
る
の
に
は
適
し
て
お

ら
ず
、
中
型
程
度
の
魚
を
丸
飲
み
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
獲
物
と
の
距
離
が
正
確
に
測
れ
た

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
の
頭
骨
は
、
両
眼
が
前
向
き
に
つ
い
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
こ
の
特
徴
か
ら
、
立
体
的
な
視

そ
の
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モ
サ
サ
ウ
ル
ス
の
「
か
た
ち
」
③
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